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会長卓話 

 

大熊 正行会長 

昨日、一昨日の石川輝次会員の通夜、告別

式には多数の会員の皆様に会葬頂きました。 

ご家族のご依頼により弔辞を読みました。初

めての経験でしたので、色々と考えながら文

章を作りました。読み上げる際に石川さんと

の様々な思い出が蘇り、手が震えました。 

63歳という、あまりにも早すぎる死で、誠に

残念極まりない思いです。 

先週は、韓国安養冠岳RCへ表敬訪問に行って

参りました。数名のメンバーの方に金浦空港

に出迎えて頂きました。ソウルから安養に向

かう途中に最近出来た観光スポットで「光明

洞窟」というところに行きました。元は金山

だったらしいのですが、それを観光用に改造

して数年前にオープンしたそうです。その後、

社会奉仕活動の一環として「医療奉仕」の協

力をしていただいているという、安養市内の
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病院を訪れ見学して参りました。その後、夕

刻に安養冠岳RCの例会場に行き、例会に参加

させていただきました。河(は) 会長、申(し

ん) 幹事を初め総勢25名の会員に大歓迎を

受けました。また、例会前の懇談では、越谷

北RCの40周年記念式典の件、ソウル国際大会

での交流の件、そして、子弟受入の件等を話

し合いました。例会終了後は、安養冠岳RCメ

ンバーが経営する焼肉屋で歓迎懇親会を開催

していただきました。そして、翌日はゴルフ

で親睦を計りました。メンバーの中で、日本

語が話せる 朱(しゅ)さんという方と滞在中

の三日間の一部始終に通訳として、李(イ) 美

(ミ)貞(ジョン)さんが帯同してくれたので、大

変助かりました。松﨑直前会長、留守中あり

がとうございました。 

そして昨日は、友好クラブである浪江RCの皆

さんにお会いしに福島県・福島市へ行って参

りました。地区補助金を使って行う事業の打

ち合わせで、内容としては当クラブ40周年と

浪江RCとの友好クラブ締結20周年を兼ねて、

元の例会場・「如水」の敷地内に記念の石碑を

建立することになりました。今後、具体的に

詰めていくことになります。本日も宜しくお

願い致します。 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

 

会田 謙二 幹事 

・2014-15第 2770地区年次報告書 

・ロータリーフェスタ 2015のご案内 10/25 

・米山奨学生カウンセラー研修会のご案内 11/2浦

和コミュニティーセンター 

・IM 記念ポリオ撲滅タャリティーゴルフコンペ

12/11紫カントリーすみれコース 

・訪韓者からチョコレートのお土産を頂きました。 

・例会終了後理事会開催 

 

3分間ロータリー情報 

 

松井 昭夫会員 

ロータリーの6の重点について 

「平和と紛争予防／紛争解決」を支援する活動の

一つが、世界の有名大学に設置された「ロータリ

ー平和センター」です。紛争や迫害により420万

人が難民となっている現在、平和のために活動す

る人材が必要です。ロータリー平和センターでは、

紛争の予防や解決に必要な専門的スキルを教え、
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長期的な平和構築のために活躍できる人材を育て

ています。年間100名のフェローに平和センター

で学ぶためのフェローシップ（奨学金）も提供し

ています。>> 紛争の構造的な原因に取り組むロ

ータリープロジェクト疾病と闘う「疾病予防と治

療」では、発展途上国で多くの人びとが質の高い

医療を低コストまたは無料で受けられるよう、支

援活動を行っています。高額な医療費のために毎

年1億人以上が貧困に陥っている中、ロータリー

は主な感染症（ポリオ、HIV／エイズ、マラリア

など）について正しい知識を広め、病気の予防・

治療を支援しています。医療関係者のスキル向上

を助けるのも、そうした活動の一環です。世界に

は、十分な衛生施設を利用できない人びとが25億

人以上います。また、汚染された水で下痢疾患を

患い、命を落とす子どもたちが毎日3,000人いる

と言われています。「水と衛生」では、地域社会

が長期的に水を確保し、衛生施設を維持できるよ

う支援するほか、水と衛生に関連する研究支援・

人材育成にも力を入れています。 

「母子の健康」では、妊産婦や子どもたちの健康

の改善に努めています。世界では、毎年700万人

以上の子どもたち（5歳未満）が栄養失調、不健

康、不衛生のために命を落としています。このよ

うな現状を改善するため、乳幼児への予防接種、

基本医療の提供、産婦人科・小児科を専門とする

人材育成に加え、現地の人びとが自らの手で医療

研修プログラムを継続できるよう支援しています。 

「基本的教育と識字率向上」では、地域社会で教

育を提供する体制を整え、教育の性差別をなくし、

成人に対する識字教育を支援しています。全世界

6,700万人の子どもたちが教育を受けられず、7億

7,500万人の人びと（15歳以上）が読み書きをで

きない現状も、こうした一つひとつの取り組みで

改善することを目指しています。 

世界には仕事に就いているにもかかわらず、1日

125円未満で暮らさなければならない人が14億人

近くいます。「経済と地域社会の発展」では、地

域経済の発展を促し、人びとが生産的で十分な対

価を得られる仕事に就けるよう支援しています。

貧しい地域で、現地の起業家（特に女性）を応援

し、地域のリーダーを育てる活動も行っています。 

 

青少年交換留学生挨拶 

 

2016－2017 青少年交換学生 

真下 莉奈 様 

     真下 昭子 様（母親） 

この度は、スポンサークラブになって頂き有難うござ

います。春日部女子高校に通う 1年生の真下莉奈で

す。たくさんご迷惑かけると思いますが宜しくお願い

いたします。 
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イニシエーションスピーチ 

 

山本 正乃会員 

皆様こんにちは。6月に入会致しました山本正乃と

申します。昭和34年に愛媛県南宇和郡で三姉妹の

次女として誕生しました。地元の高校を卒業後、文教

大学入学のため上京。大学卒業後、高校で教員を

12年、越谷市議会議員12年現在埼玉県議会議員2

期目です。本日は議員活動以外で現在私が行って

いる仕事をお伝え致します。夫が教員退職後開設し

た「やまびこ塾」で塾長として活動していましたが、本

年7月7日からは、一般社団法人自己承認力コンサ

ルタント協会認定講師として社員研修等行っていま

す。 

 「自己承認力」とは、「自己肯定感」と「自己効力感」

を足したものです。自己肯定感とは、「あるがまま」「ど

んな自分も認める」「ダメな自分も認める」ことです。私

は自己肯定感だけでは大人・ビジネスマンとして上手

くいかないと思うのです。例えば、「出来なくても私は

OK」等と企業で言っていたら社長・上司は許さないと

思います。そこで「自己効力感」です。「自己効力感」

とは、どんなピンチの時であっても「私なら乗り越えら

れる」「自分は絶対イケる」と自分の効力を信じて、つ

き進められる力のことです。自分は絶対イケる！と思

えるためには、社会人である以上仕事が上手くいっ

ていないと思えません。業績を上げる、評価されるに

は共感力、判断力、叱る力、問題解決力、求心力等

が必要です。自己承認力セミナーでは、すべてこれ

らをどのようにしたら得られるのか？にこだわっていま

す。アブラハム・マズロー（心理学者）の「欲求5段階

説（自己実現理論）」の図と各欲求の解説があります。

承認欲求は欠乏欲求であり、精神的欲求です。ロー

タリーにとって極めて重要なドキュメントである決議23

－34の第1条には「ロータリーは、基本的には、一つ

の人生哲学であり、それは利己的な欲求と義務およ

びこれに伴う他人のために奉仕したいという感情のあ

いだに常に存在する矛盾を和らげようとするものであ

る。この哲学は奉仕―「超我の奉仕」の哲学であり、こ

れは、「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」とい

う実践的な倫理原則に基づくものである。」とあります。

私はマズローの欲求5段階説の一番上「自己実現の

欲求」、若しくはさらにその上にロータリーの目指す

「超我の奉仕」があるのではないかと考えています。 

さて、ここで社員のやりがいイコール承認欲求につ

いてお伝えさせてください。パワーポイントの図、脳の

線条体という場所をご覧ください。この部分は、褒め

られた時の脳を撮影したものです。金銭をもらうのと

同じ場所が反応しています。（2008年、アメリカの脳

科学雑誌で研究発表されています。）つまり、お給料

をアップした時と承認欲求を満たした時と同じ反応を

すると言うことです。社員の皆様へ指示・指導をする

時に褒めながら指導・教育していくとやる気が出てき

ます。次に、社員の思考とやる気を引き出す会話法

です。よくあるシチュエーションです。シチュエーショ

ンをイメージしてください。「遅くまで、張り切って残業

して資料を準備した社員A君。しかしながら、結局そ

のお客様からキャンセルが入り、不必要なものとなっ

てしまった。がっかりした様子を隠しきれないA君。さ

て、あなたは何と声をかけますか？」 

「いちいちこんな事で落ち込んでいたら困るよ、よくあ

る事だよ。」と言いたいところですが、A君の気持ちに

まず共感してください。「一生懸命作ったのにがっか

りするよな。だけど仕事ではよくある事だな。」と言って

頂きたいのです。がっかりした気持ちをまず汲んでほ

しいのです。ご自身の意見、持論は共感後にお伝え

ください。次に、「共感とは」についてお伝えします。
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同意・同感・共感をいかに使い分けるかです。意見が

対立した時に、いかに相手を攻撃せず、相手といい

関係を作りながら指導していく事ができるか？につい

てです。同意・同感は相手と意見が同じになりますの

で問題はありません。意見が対立した時に共感を使

います。相手の気持ちをまず受容、受け止める、共に

感じる、その後こちらの意見を伝える、という事です。

この事例では、「担当先と合わないから変更したいの

ですね。」と、最初に相手の気持ちを受け止めてから

「あなたの気持ちは良く分かりますが、今は担当を変

更できないんです。」と伝える事が大切です。社員の

理解度が違ってきます。自分の気持ちをぜんぜん解

ってくれない、と思うのか、解ってもらったけど出来な

いとおもうのかで、社員のやる気は違ってきます。 

まだまだお伝えしたいのですが、時間ですのでこれ

で終了します。今後とも宜しくお願いいたします。 

 

 

深野 秀樹会員 

皆様 こんにちは、7月 1日に承認頂きました深野秀

樹です。宜しくお願い致します。 

今日は自己紹介を基にお話しをさせて頂きます。 

会社は大沢 1丁目で、旧日光街道沿いで株式会社

深野造園と言う造園業をしております。 

大沢と言う町は、昔は宿場町でにぎわっており、弊社

も屋号を山屋と言い旅館を営んでおりました。これは

越谷市史に載っております。 

その後、時代の流れと共に大きく事業展開し、大正 2

年に植廣深野造園とし今日まで造園業を営んでおり、

本年で創業 101年に成り日々精進しております。 

そして今はリニュ－アル中ですが、弊社のHPは表紙

が昭和 36年の皇居内のイヌマキの移植の写真を載

せていました。これは東京タワ－の展望台から皇居内

が見えてしまうので、目隠しに移植した樹木で東京の

日比谷花壇から植木の町安行に声がかかり、安行か

ら弊社に来た仕事で当時は全て人力作業なのでカ

シラに手伝ってもらい数ヶ月間かけてシャリキで少し

ずつ移植したと聞いております。 

ちなみに、根鉢の直径で 3.5ｍ位、高さは15ｍと記載

してあります。 

その後、越谷鴨場の件で宮内庁に入札に行った時

にその話をして、木を見せて貰えますかと聞きました

が、総理大臣も入れない所に有るので確認しておき

ます。と言われ、後日、宮内庁から連絡が有り今でも

その木は有りますとお聞きしました。 

大木の移植は現在でも困難で有りますが、機械も無

い時代に素手で移植した樹木が今でも根付いている

のは大変誇りに思います。 

さて、私の人と成りですが、1970年（昭和 45年）7月

5日に会社の 2件隣りの助産婦院で生を受けました。

2,800ｇ位だったそうです。その後、弘福院、今は有り

ませんが近所の大沢保育園に 2年保育で通いました。

今でも覚えているのは、有る日ブランコに並んでいる

と、年長生がズルコミをしたと、友達が言いに来たの

で、年長の子にズルコミしたら駄目だよと言いに行き

ました。すると、年中のくせに生意気だ、と付き飛ばさ

れたので、やり返したら先生に連れていかれ、お寺の

本堂で1人で座らされてしまいました。僕は悪いことし

た意識が無かったので、家に帰ろうと思い、そのまま

走って園を出ました。もうすぐで家に付く所で、先生

に捕まり園に返されたのを今でも覚えております。 

卒園後は大沢小学校へ入学しました。入学した年は

ちょうど 100年祭だった事を覚えております。4 クラス

有り 1年 4組でした。勉強は得意では無く、図工と体

育が得意でした。小 4でポケバイに興味を持ち始め、

その後モトクロスでウイリーやアクセルターンの練習を
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日々行っておりました。  

卒業後は、栄進中学校に第 10期生とし入学しました。

1年 11組でした。 

3年間、色々有りましてホクシンテストも受けていない

僕が急遽、高校受験をする事に成りました。親戚の立

教大学に通うお兄さんに家庭教師をして貰う事に成り

ました。 

単願.推薦.親のコネで私立花咲徳栄高等学校に5期

生で入学致しました。1年 15組でした。 

さて、花咲徳栄高校ですが、当時からスポーツに力を

入れており特にボクシング部は全国制覇しており有

名でした。今では野球部が 3度甲子園に出場するな

どし偏差値が上がり、進学校の仲間入りの様ですが、

当時は何て言うか.ギリギリの人かスベリ止めで来た人

か元気のある人の集まりでした。教師は体育会系の

集まりでした。規律に厳しく体育では水着を買わされ

ましたが水泳の時間は 1度も無く 3年間マラソンと集

団行動をした事は忘れません。それと、威勢が良い

のは必ずボクシング部に誘われます。 

そして、学校推薦で東京都小平市に有る専門学校、

国土建設学院に 2年間通い卒業後、20歳で弊社に

入社致しました。 

23歳の時私の転機で、中島美三郎ガバナー補佐に

誘われて訳も分からずに、社団法人越谷青年会議所

に入会させて頂きました。足掛け 17年にはとても素

晴らしい思い出がいっぱいです。会と仲間にとても感

謝しております。 

結びに、青年会議所で学んだ事です。 

人は多忙な人ほど多くの時間をもち、時間の使い方

の苦手な人ほど、まずその短さに不満を言います。ま

た、努力している人は希望を熱く語り、怠ける人は不

満を語ります。   

頑張っても 1年、怠けても同じ 1年です。限られた時

間を有効に使って頑張ります。 

ご清聴有難うございました。 

 

      

・深野会員山本会員イニシュエーションスピーチ 

楽しみです。               大熊 正行 

・青少年交換留学生真下莉奈様真下昭子様ようこそ 

深野会員山本会員イニシュエーションスピーチ 

楽しみです。       会田 謙二 松﨑 義一  

宮崎 敏博 江口 公晴 須賀 篤史  

堀野 眞孝 中澤 広樹 中澤 伸浩  

関 雄二郎 今井 英治 

・本日イニシュエーションスピーチ宜しくお願いいたし

ます             山本 正乃 深野 秀樹 

・故石川輝次会員のご冥福をお祈りいたします 

                 関森 初義 黒田 幸英 

・日本ラクビーの為に             本間 孝 

・世界平和の為に              渡辺 裕介 

・本日も宜しくお願いいたします     高 瑠美子 

 

出席報告 

 

会員数            57名 

出席免除者         18名 

出席者            32名 

欠席者            25名 

出席率            65% 

 

10月の予定 

          

10月 21日 雑誌記事紹介 

ロータリアンの行動規範 

経済に関する外部卓話  

東洋経済取締役編集局長 田北様 

   10月 25日 越谷市民まつり（振替例会 10/28） 

 

 

 

http://koshigayakitarc.dyndns.org/


週報                                       2015-2016国際ロータリーテーマ 

第 2770 地区 第 8 グループ                            “世界へのプレゼントになろう” 

              ＲＩ会長 K.R.ラビンドラン 

 

越谷北ロータリークラブ    

「楽しく奉仕を、深めよう親睦を」   2015-2016 大熊正行会長 提言 

ホームページアドレス http://koshigayakitarc.dyndns.org/ 
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会員増強委員会からお願い 

本年度は6名の純増を目標にしております。是非と

も会員の皆様方のご協力をお願いいたします。情報

がございましたら委員長までご連絡下さいますようお

願いします。 

 

会員増強委員会 委員長 今井 英治 

 

 

※第 1925回例会会報 3ページ、大島直幸社会奉仕

委員長の委員会報告で『10月 21日（日）』とあります

が『10月 25日（日）』の誤りでした。お詫びして訂正し

ます。 

http://koshigayakitarc.dyndns.org/

